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田
沼
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
契

機
に
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
後
世
に
語
り

継
ぐ
と
と
も
に
、
市
民
の
誇
り
の
醸
成
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
「
田

沼
再
興
」
の
象
徴
と
し
て
多
く
の
方
々
か

ら
賛
同
を
募
り
、
全
国
初
と
な
る
田
沼
意

次
侯
の
銅
像
建
立
を
目
指
し
ま
す
。 

 

銅
像
は
、
意
次
侯
が
相
良
藩
主
と
な
っ

た 
 

歳
頃
を
描
い
た
と
さ
れ
る
、
牧
之

原
市
史
料
館
所
蔵
の
肖
像
画
を
モ
デ
ル

と
し
ま
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

通信 

意次ドットコム 

田沼意次情報は 
こちらから！ 「 田 沼 再 興 」 の 象 徴 

田沼意次侯の銅像建立目指す 

有
志
に
よ
る
募
金 

多
く
の
賛
同
募
る 

PR 

 

実
行
委
員
会
で
は
、
「
生
誕
３
０

０
年
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
」
と
「
意
次

侯
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」
の
た
め
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
意
次
（
お
き
つ
ぐ
）

く
ん
』
を
制
作
し
ま
し
た
。 

 

『
意
次
く
ん
』
を
広
報
物
や
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
活
用
い

た
だ
き
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
使
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】 

実
行
委
員
会
事
務
局(

市
観
光
課) 

☎
０
５
４
８( 

 )

２
６
２
３ 

１ 銅像の設置場所 
牧之原市史料館前「相良城趾石碑」横 ※相良城本丸跡 

 
２ 募金の目標額  1,000 万円 
 
３ 銅像完成予定  令和４年 10月 
 
４ 募金の受付期間 
  令和元年８月 26日～令和４年３月 31日 
  
 
５ 募金金額  一口 3,000 円以上  
        少額の募金は、募金箱にて対応します。 
 
６ 募金受付方法 
（１）現金 
 ■募金箱による募金 
  牧之原市役所榛原庁舎、牧之原市役所相良庁舎、 
  牧之原市史料館、さがら子生れ温泉会館、牧之原市物産ｾﾝﾀｰ 
 
 ■持参する場合 
  ・田沼意次侯銅像募金事務局（牧之原市役所観光課） 
    受付時間 平日 8:15～17:00 
  ・牧之原市史料館 ※月曜、祝日の翌日は休館日 
    受付時間 9:00～16:00 
 
（２）口座振込  
 ■島田掛川信用金庫  

相良支店 普通 0467262 田沼意次侯銅像募金 
 

 ■ゆうちょ銀行 ※振込手数料はご負担願います。 
   支店名 089 口座番号 0217886 田沼意次侯銅像募金 

作画：針川 智也（24歳） 牧之原市静波出身、東京都在住 

・プロデビュー目指し、有名漫画家のアシスタントとして活動中 

・「第１回 U23ジャンプ WEBマンガ大賞」（集英社）で大賞を受賞 
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田沼意次侯 肖像画 
（牧之原市史料館所蔵） 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
記
念
カ

ッ
プ
茶
「
田
沼
意
次
侯
椀
茶
」
が
登
場
し
ま
し
た
。 

 

㈱
小
栗
農
園
（
牧
之
原
市
新
庄
）
が
「
お
い
し

い
牧
之
原
茶
を
手
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
の
想
い
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

カ
ッ
プ
内
に
は
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
と

意
次
侯
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
入
っ
て
い

ま
す
。 

お
茶
で
ホ
ッ
と
一
息
、
牧
之
原
の
歴
史
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？ 

意
次
侯
の
命
日
に 

「田
沼
再
興
」を
祈
願 

 

意
次
侯
の
命
日
で
あ
る
７
月 

 

日
、
か

つ
て
田
沼
家
の
香
華
寺
で
あ
っ
た
平
田
寺

（
牧
之
原
市
大
江
）
で
ご
供
養
が
営
ま
れ
、

市
民
を
代
表
し
て
実
行
委
員
会
が
生
誕
３

０
０
年
記
念
事
業
の
成
功
と
「
田
沼
再
興
」

を
祈
願
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
生
誕
３
０
０
年
を
契
機
と
し
た

全
国
へ
向
け
て
の
情
報
発
信
、
若
い
世
代
へ

の
功
績
伝
承
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を 

記
念
す
る
「椀
茶
」
が
登
場 

み ん な で つ く る 
「田沼再興」の竹灯り 

勝間田塾ワークショップからスタート 

 

意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
記
念
し
、
田
沼
家

ゆ
か
り
の
平
田
寺
（
牧
之
原
市
大
江
）
に 

 

月 

９
日
（
土
）
か
ら 
 

日
（
土
）
ま
で
点
灯
予
定

の
「
田
沼
再
興
の
竹
灯
り
」
装
飾
に
向
け
て
、
竹

灯
ろ
う
を
製
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
勝
間

田
塾
（
牧
之
原
市
勝
間
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
７
月
の
２
日
間
、
計
４
回

開
催
さ
れ
、
延
べ 

 

家
族
、 

名
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
「
さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
」
の
竹
灯

り
な
ど
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、
ア
カ
リ
ノ
ワ
大

村
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
親
子
で
協
力
し
て
電
動

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
好
み
の
デ
ザ
イ
ン
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
竹
灯
ろ
う
を
作
り
ま
し
た
。 

意次侯が造りし城下町に 
生誕 300 年記念マンホール蓋 

 

意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
旧
城
下
町
相
良
の
本
通

り
・
新
町
通
り
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

牧
之
原
市
史
料
館
所
蔵
の
肖
像
画
を
も
と
に
し
た
意
次
侯
を
中
心

に
、
ゆ
か
り
の
あ
る
大
江
八
幡
宮
の
御
船
神
事
、
相
良
城
に
あ
っ
た
と

伝
わ
る
般
若
寺
の
陣
太
鼓
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
畑
、
市
の
花
あ

じ
さ
い
が
色
鮮
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

旧
ご
城
下
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

１個 500 円（税抜き） 
小栗農園店舗、東名高速下り牧
之原サービスエリアにて販売中 
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８
月 

 

日
（
土
）
に
は
、

ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど
（
牧
之
原
市

勝
間
）
で
開
催
さ
れ
た
「
勝
間

田
区
夏
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、

意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
製
作
さ
れ
た

竹
灯
り
は
プ
レ
点
灯
と
し
て

初
陣
を
飾
り
ま
し
た
。 

 

闇
夜
に
照
ら
さ
れ
た
竹
灯

り
は
、
や
さ
し
い
光
を
放
ち
、

見
て
い
る
人
の
心
を
癒
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
田

沼
家
の
家
紋
「
七
曜
紋
」
も

堂
々
と
光
っ
て
い
ま
し
た
。 
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田沼意次侯銅像募金 目標金額：1,000 万円 

9/25 時点の募金総額：287,627 円 


